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わが家のすこやかちゃん

ふるさと Wish、みんながつながる福祉の輪10

３ 遠賀川に生まれた笑顔

なかまでつなごう
市民リレー

人から人へとバトンをつなぎながら、キラリ
と輝く中間市民を紹介します。

荻
お ぎ ど う

堂 知
ち か

佳さん（中央・36歳）

支えがあってできる両立
　２児の子育てをする傍ら、仕事では犬
のトリミングや一時預かりなどを行う「ペ
ットサロン GARDEN」の代表をしていま
す。お店は４月で 10 年を迎え、開店当
初から通っていただいているお客さんの
ペットは高齢になり、体調の変化に気を
配ることも多くなりました。
　家庭では、母親として子どもと過ごす
時間を大切にし、学校行事などにもでき
る限り参加しています。確かに仕事と家
庭の両立は簡単ではありませんが、子ど
もの体調が悪い日は予約のお客さんが
日程変更を快諾してくれたりと、周囲の
人に支えられていることを実感できるの
がこの仕事の良い所ですね。
　今後も満足してもらえるサービスを提
供するために、新たなトリミングの技法
など積極的に勉強を重ねたいと思いま
す。そして、みなさんのペットとの生活
が明るく楽しくなるための力になりたい
です。

遠賀川に生まれた笑 顔
　中間市を流れる遠賀川に親しみを持ち、郷
土に誇りを持ってもらうことを目的として始ま
った「I LOVE なかま遠賀川フェス」。今年で
３回目を迎えた遠賀川フェスを３月 17 日日に

市役所前河川敷で開催しました。
　川ひらたの試乗会やＢ級グルメ、数々のス
テージショーなど、盛りだくさんの内容に、約
7,000 人の来場者がイベントを楽しみました。

１�．賑わう会場で揚げたてのから揚げをぱくり。
２�．マジックショーなど、ステージイベントに

はたくさんの人が詰めかけた。
３�．アンケートに答え、会場で使える商品券が

当たって喜ぶ親子。
４�．遠賀川を眺めながら食事を楽しんでいた家

族。「おいしいでーす」とご満悦。
５�．暖かな日差しのもと約 30 店舗の料理やス

テージイベントなどを楽しむみなさん。

３２１

５４

　「川ひらたの試乗会」には、毎回定員を大きく上回る応募があり、抽
選に当たった人たちが、優雅な運航を楽しみました。乗船者は、川ひ
らたが江戸時代には米や雑貨の運送に、また江戸末期から明治、大正
にかけては筑豊の石炭運送の主役として活躍していたことなど、歴史
について学び、郷土について深く知る機会となったようです。

3 Nakama City Public Relations

春のさわやかな陽気をお
届けしようと以前から目を
付けていたスポットへ。太
陽の広場付近のＪＲ沿線に
は、毎年菜の花がきれい
に咲きます。桜やアジサイ、
遠賀川など美しい風景に
恵まれた中間市。たまに
は忙しい毎日の中で、少し
足を止めてその景色を楽
しんでみませんか。
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中間市役所 公式ＨＰＱＲコード 中間市公式 Facebook QR コード
【開庁日時】
　土曜・日曜日、祝日、年末年始
　（12 月 29 日～１月３日）を除く
　8 時 30 分～ 17 時 15 分

【開庁日時】
　土曜・日曜日、祝日、年末年始
　（12 月 29 日～１月３日）を除く
　8 時 30 分～ 17 時 15 分

　

農
地
中
間
管
理
機
構（
公
益

財
団
法
人
福
岡
県
農
業
振
興
推

進
機
構
）を
通
じ
て
、
農
地
の

賃
借
を
行
い
ま
せ
ん
か
。
活
用

す
る
こ
と
で
優
遇
措
置
も
あ
り

ま
す
。

　

農
地
中
間
管
理
機
構
は
、
農

地
を
貸
し
た
い
「
出
し
手
」
か

ら
、
規
模
拡
大
な
ど
を
行
い
た

い
「
受
け
手（
担
い
手
）」
へ
の

農
地
の
集
積
や
集
約
化
を
進
め

る
た
め
、
農
地
の
中
間
的
受
け

皿
と
な
る
公
的
機
関
で
す
。

　

農
地
中
間
管
理
機
構
が
貸
し

付
け
や
借
り
受
け
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
農
地
の
出
し
手
は
、

確
実
に
賃
料
が
振
り
込
ま
れ
る

の
で
安
心
で
す
。
ま
た
、
受
け

手
は
、
複
数
の
所
有
者
の
農
地

の
契
約
を
一
本
化
で
き
る
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

申
込
方
法
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

な
ど
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切　
５
月
31
日
金

●
受
け
手
へ
の
権
利
設
定
日

　
11
月
１
日
金

●
問
合
先

○
産
業
振
興
課

○
公
益
財
団
法
人
福
岡
県
農
業

振
興
推
進
機
構

　
☎
０
９
２（
７
１
６
）８
３
５
５

○
県
水
田
農
業
振
興
課

　
☎
０
９
２（
６
４
３
）３
４
７
４

農地の出し手、受け手を募集
●問合先　産業振興課　☎（２４６）６２３５

連休期間中の公共施設の開館状況
●問合先　秘書広報課　☎（２４６）６２７１

　

４
月
末
～
５
月
の
大
型
連
休

中
の
公
共
施
設
の
開
館
日
程
は

左
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

市
役
所
な
ど
表
に
記
載
の
な

い
施
設
は
、
４
月
27
日
土
か
ら

５
月
６
日
月
ま
で
休
館
し
、
７

日
火
以
降
は
、
各
施
設
の
開
館

日
程
に
従
い
通
常
業
務
と
な
り

ま
す
。

※
西
部
出
張
所
、
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
、
歴
史
民
俗
資
料
館
は
、

５
月
８
日
水
は
休
館
し
ま
す
。

４月 ５月

施設名 27日
土

28日
日

29日
月

30日
火

１日
水

２日
木

３日
金

４日
土

５日
日

６日
月

７日
火

東部出張所 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 ○
西部出張所 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

地域交流センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休
中央公民館 ○ ○ 休 休 休 休 休 休 休 休 休

働く婦人の家 ○ 休 休 休 休 休 休 休 休 休 ○
市民図書館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休

なかまハーモニーホール ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休
生涯学習センター ○ ○ 休 休 休 休 休 休 休 休 ○
歴史民俗資料館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休

全体育施設 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ハピネスなかま ○ ○ 休 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休 ○

ボランティアセンター ○ 休 休 ○ ○ 休 休 休 休 休 ○

公共下水道の整備状況
●問合先　下水道課　☎（２４６）６２５６

　

中
間
市
で
は
、
平
成
７
年
度

か
ら
、
住
み
よ
い
環
境
の
ま
ち

を
め
ざ
し
て
公
共
下
水
道
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
完
全

な
普
及
に
は
ま
だ
ま
だ
多
く
の

時
間
が
必
要
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

公
共
下
水
道
の
整
備
状
況

　

平
成
30
年
度
末
の
普
及
率
は

約
76
％
で
、
地
域
下
水
道
を
あ

わ
せ
る
と
約
86
％
で
す
。

　

平
成
30
年
度
に
約
２
千
メ
ー

ト
ル
の
管か

ん
き
ょ渠
を
布
設
し
た
結
果
、

市
全
体
で
約
３
万
６
６
０
０
人

が
水
洗
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

市
全
域
は
２
０
２
５
年
度
末
に

完
了
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

受
益
者
負
担
金

　

下
水
道
施
設
の
設
置
に
よ
っ

て
生
活
環
境
の
向
上
な
ど
の
利

益
を
受
け
る
地
域
の
人
に
、
一

度
だ
け
建
設
費
の
一
部
を
負
担

し
て
い
た
だ
く
の
が
「
受
益
者

負
担
金
」
で
す
。
負
担
金
は
土

地
１
㎡
あ
た
り
500
円
で
す
。

　

前
年
度
ま
で
に
下
水
道
の
整

備
が
完
了
し
た
区
域
の
人
は
、

下
水
道
を
使
用
す
る
、
し
な
い

に
関
係
な
く
下
水
道
が
整
備
さ

れ
れ
ば
負
担
金
を
納
め
て
も
ら

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
納
付
方

法
な
ど
は
下
水
道
工
事
前
の
地

元
説
明
会
で
詳
し
く
説
明
し
ま

す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

排
水
設
備
工
事

　

排
水
設
備
工
事
は
、
市
の
指

定
工
事
店
で
な
け
れ
ば
施
行
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
指
定
工

事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

下
水
道
に
接
続
し
ま
し
ょ
う

　

下
水
道
事
業
は
、
地
域
の
公

共
用
水
域
の
水
質
保
全
、
周
辺

環
境
の
改
善
を
目
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。

　

下
水
道
法
で
は
、
く
み
取
り

便
所
を
３
年
以
内
に
水
洗
便
所

に
改
造
し
、
下
水
道
に
接
続
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て

水
洗
化
工
事
を
し
て
い
な
い
家

は
、
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
下

水
道
に
接
続
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
が
実
施
す
る
健
診
や
健
康

づ
く
り
の
教
室
な
ど
に
参
加
し

て
、
健
康
寿
命
を
伸
ば
し
ま
し

ま
し
ょ
う
。
参
加
特
典
の
ポ
イ

ン
ト
を
貯
め
て
応
募
す
る
と
、

抽
選
で
250
人
に
す
て
き
な
賞
品

が
当
た
り
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
る
健
診
や

健
康
教
室
に
、
ぜ
ひ
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

●
対

象　
市
内
に
住
民
票
が

あ
り
、
対
象
事
業
参
加
時
に

満
15
歳
以
上
の
人

●
対
象
期
間　

　
２
０
２
０
年
2
月
28
日
ま
で

●
応
募
方
法　
5
ポ
イ
ン
ト
貯

ま
っ
た
マ
イ
レ
ー
ジ
カ
ー
ド

を
保
健
セ
ン
タ
ー
に
提
出

※
マ
イ
レ
ー
ジ
カ
ー
ド
は
、
保

健
セ
ン
タ
ー
と
健
康
増
進
課
で

配
布
し
ま
す
。

●
応
募
締
切　

２
０
２
０
年
３

月
10
日
火
・
必
着

なかま健康マイレージ
●問合先　保健センター　☎（２４６）１６１１

「健康に繋がったうえに、すてきな
賞品をもらえてうれしい」と話す
小
こ じ ま

島明
あ き の り

徳さん千
ち づ こ

鶴子さん夫婦。

既供用開始区域

今回供用開始区

認可区域（1042ha）

■中間市公共下水道計画図

■市内公共施設の開館状況
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行政への苦情・要望などの相談に応じます。予約は不要です
ので、直接会場にお越しください。
●�日 時　５月11日土、24 日金・15 時〜17 時
●場 所　ハピネスなかま（通谷一丁目 36 番 10 号）
●問 合 先　秘書広報課　☎（２４６）６２７１

行 政 相 談

法律に関する悩みを弁護士に相談できます。前日までに窓口
で予約してください。受付時間は月曜～金曜日の午前８時 30
分～午後５時 15 分で、定員は６人です。
●�日 時　５月11日土、24 日金、30 日木・15 時〜17 時
●場 所　ハピネスなかま（通谷一丁目 36 番 10 号）
●問 合 先　中間市社会福祉協議会　☎（２４４）１２３０

心 配 ご と 相 談

子どもの養育など児童に関する相談をお受けします。
●��受 付　月曜日〜金曜日・９時〜17 時
●�問 合 先　こども未来課家庭児童相談係（市役所本館３階）
　☎（２４６）３５１５

家 庭 児 童 相 談

生活が困難な人が自立した生活を行えるよう相談に応じます。
●��受 付　月曜日〜金曜日・９時〜16 時
●�場所・問合先　市民生活相談センター（中間二丁目10 番１号）
　☎（２４６）１０３０

市民生活相談センター

悪質商法やインターネットのトラブルなどの相談に応じます。
●�受 付　月曜日〜金曜日・９時〜 16 時 30 分
●場 所　産業振興課（市役所別館２階）
●問 合 先　消費生活センター　☎（２４６）５１１０

消 費 者 相 談

交通事故のトラブルなどについて、専門の相談員が応じます。
●������日 時　５月８日水・10 時〜16 時（受付は15 時まで）
●場 所　ハピネスなかま（通谷一丁目 36 番 10 号）
●問 合 先　安全安心まちづくり課　☎（２４６）２０１７

県巡回交通事故相談

●�期 日　毎月第１火曜日・第３月曜日
●時間・場所
　○13 時〜14 時・福祉支援課（市役所１階）
　○14時30分〜15時30分・ハピネスなかま（第３月曜日は除く）
●問 合 先　福祉支援課　☎（２４６）６２８２

補 聴 器 相 談

さまざまな女性問題に対し、１人１人に合わせた相談に応じます。
●�受 付　月曜日～金曜日・８時 30 分～17 時 15 分
●場所・問合先　人権センター　　☎（２４５）７８０１

女性のための悩みごと相談

敬老祝金が長寿祝金に変わります
●問合先　介護保険課　☎（２４６）６２７８

　

中
間
市
の
発
注
予
定
工
事
名
、

時
期
な
ど
や
発
注
済
み
工
事
の
入

札
金
額
、
落
札
金
額
、
契
約
の
相

手
方
な
ど
「
公
共
工
事
の
入
札
及

び
契
約
の
適
正
化
の
促
進
に
関
す

る
法
律
及
び
同
法
施
行
令
」
に
定

め
る
内
容
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

●
閲
覧
期
間

○
発
注
見
通
し
情
報
…
２
０
２
０

年
３
月
末
ま
で

○
入
札
情
報
…
入
札
終
了
日
か
ら

1
年
間

○
契
約
情
報
…
契
約
締
結
日
か
ら

1
年
間

※
発
注
見
通
し
と
入
札
結
果
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き

ま
す
。

公共工事情報の閲覧
●場所・問合先　契約課　☎（２４６）６２５５

　

ヨ
ガ
の
効
能
と
体
調
を
整
え
る

こ
と
を
学
ぶ
教
室
で
す
。
受
講
を

希
望
す
る
人
は
、
は
が
き
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
当
選
者
に
は
電
話
で
通

知
し
ま
す
。

●
日

時　
５
月
～
８
月
の
金
曜

日（
月
３
回
）・
14
時
～
15
時

●
定

員　
10
人

●
持
ち
物　
タ
オ
ル
、
ヨ
ガ
マ
ッ

ト（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）

●
必
要
事
項　
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、「
ヨ
ガ
教
室
希
望
」

●
申
込
締
切　
４
月
19
日
金

●
申
込
先　
人
権
セ
ン
タ
ー

　
（
〒
809
‐
０
０
１
１　

岩
瀬
一

丁
目
17
‐
１
）

リンパヨガ教室
●場所・問合先　人権センター　☎（２４５）３２２２

　

平
成
31
年
度
か
ら
「
中
間
市
敬

老
祝
金
条
例
」
を
「
中
間
市
長
寿

祝
金
条
例
」
に
改
め
、
給
付
内
容

を
次
の
と
お
り
と
し
、
み
な
さ
ん

の
長
寿
を
祝
福
し
ま
す
。

●
対
象
年
齢
・
給
付
金
額

○
満
77
歳
…
廃
止

○
満
88
歳
…
１
万
円

○
満
99
歳
以
上
…
３
万
円

●
対
象
者
の
要
件

○
給
付
す
る
年
の
8
月
20
日（
基

準
日
）現
在
に
お
い
て
、
3
か

月
以
上
継
続
し
て
市
内
に
居
住

し
て
い
る
人

○
基
準
日
の
属
す
る
年
の
12
月
31

日
に
お
け
る
年
齢
が
、
対
象
年

齢
に
当
て
は
ま
る
人

　

公
益
的
な
環
境
保
全
活
動
を

行
う
団
体
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
し
、
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

●
対
象
団
体　
次
の
条
件
に
当

て
は
ま
る
団
体

※
４
団
体
が
上
限
で
す
。

○
市
内
を
活
動
拠
点
と
し
て
い

る
環
境
保
全
活
動
団
体（
構

成
員
５
人
以
上
）

○
市
内
を
活
動
拠
点
と
し
環
境

保
全
活
動
を
行
う
特
定
非
営

利
活
動
法
人

●
対
象
事
業　
交
付
決
定
を
受

け
た
日
か
ら
、
そ
の
年
度
の

末
日
ま
で
に
実
施
す
る
事
業

※
交
付
決
定
前
に
実
施
し
た
事

業
は
対
象
外
で
す
。

●
注
意
事
項　
次
の
事
業
は
補

助
対
象
外
で
す
。

○
交
付
年
度
に
国
か
地
方
公
共

団
体
か
ら
、
こ
の
補
助
金
以

外
の
補
助
金
や
助
成
金
な
ど

を
受
け
て
い
る
事
業
ま
た
は

受
け
る
予
定
の
事
業

○
他
の
団
体
を
補
助
す
る
事
業

ま
た
は
事
業
の
効
果
が
特
定

の
個
人
か
団
体
の
み
に
帰
属

す
る
事
業

●
補
助
金
額

　
１
団
体
あ
た
り
上
限
５
万
円

●
申
込
方
法　
環
境
保
全
課
か

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申

請
書
に
記
入
し
窓
口
に
提
出

●
申
込
期
限　
５
月
10
日
金　

環境保全活動団体提案型事業補助金
●問合先　環境保全課　☎（２４６）６２６５

　

快
適
な
住
環
境
の
整
備
と
地

域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
に
、

住
宅
改
修
経
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

○
市
の
住
民
基
本
台
帳
登
録
者

○
住
宅
の
所
有
者
か
つ
住
居
者

○
世
帯
全
員
が
市
税
を
滞
納
し

て
い
な
い
こ
と

○
こ
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け

た
こ
と
が
な
い
人

○
世
帯
に
暴
力
団
員
が
い
な
い

こ
と

●
対
象
住
宅

○
個
人
の
住
宅
ま
た
は
併
用
住

宅（
対
象
は
住
宅
部
分
の
み
）

○
こ
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け

た
こ
と
が
な
い
住
宅

●
対
象
工
事

○
市
内
の
施
行
業
者
が
施
行

し
、
工
事
費
が
10
万
円
以
上

○
補
助
金
交
付
決
定
前
に
着
工

し
て
い
な
い
も
の

○
補
助
金
交
付
後
２
か
月
以
内

に
着
工
し
、
２
０
２
０
年
３

月
31
日
ま
で
に
工
事
が
完
了

す
る
も
の

●
補
助
率　
対
象
と
な
る
工
事

費
の
10
％
（
上
限
10
万
円
）

●
申
込
期
限

　
２
０
２
０
年
１
月
31
日
金

※
補
助
金
は
予
算
が
な
く
な
り

次
第
終
了
し
ま
す
。

住宅リフォーム補助金
●問合先　産業振興課　☎（２４６）６２３５

　

災
害
や
生
活
困
窮
な
ど
の
理

由
に
よ
り
介
護
保
険
料
の
支
払

が
困
難
な
と
き
は
、
介
護
保
険

料
の
減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
い
要
件
や
必
要
書
類
な

ど
に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
前
年
度
に
減
免
を
受

け
て
い
た
人
も
、
今
年
度
の
介

護
保
険
料
の
減
免
を
希
望
す
る

場
合
は
、
再
度
申
請
が
必
要
で

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
減
免
対
象
者

○
震
災
な
ど
の
災
害
に
よ
り
住

宅
な
ど
の
財
産
に
つ
い
て
著

し
い
損
害
を
受
け
た
人

○
生
活
保
護
法
に
規
定
す
る
要

保
護
者
と
同
等
の
状
態
に
あ

り
、
現
に
生
活
保
護
を
受
け

て
い
な
い
た
め
生
活
が
困
難

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人

○
刑
事
施
設
に
１
月
以
上
拘
禁

さ
れ
て
い
る
人

●
減
免
期
間

　
申
請
月
か
ら
年
度
末
ま
で

※
拘
禁
は
該
当
月
か
ら
該
当
し

な
く
な
っ
た
前
月
分
ま
で
で
す
。

介護保険料の減免制度
●問合先　介護保険課　☎（２４６）６２４３

　

４
月
以
降
の
介
護
保
険
料
額

を
記
載
し
た
「
仮
徴
収
額
通
知

書
」
を
発
送
し
ま
し
た
。

●
対
象
者

○
４
月
ま
た
は
６
月
か
ら
介
護

保
険
料
の
年
金
天
引
き
が
始

ま
る
人

○
納
付
書
や
口
座
か
ら
の
引
き

落
と
し
で
介
護
保
険
料
を
納

め
て
い
る
人

●
注
意
事
項

○
昨
年
度
か
ら
継
続
し
て
介
護

保
険
料
を
年
金
天
引
き
さ
れ

て
い
る
人
は
、
２
月
に
年
金

天
引
き
さ
れ
た
金
額
と
同
額

が
４
月
と
６
月
の
年
金
か
ら

天
引
き
さ
れ
る
の
で
、
仮
徴

収
額
通
知
書
を
送
付
し
て
い

ま
せ
ん
。

○
６
月
に
65
歳
以
上
の
人
全
員

に
「
介
護
保
険
料
額
決
定
通

知
書
」
を
発
送
し
ま
す
の
で
、

今
年
度
の
介
護
保
険
料
額
は

こ
の
通
知
書
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

介護保険料仮徴収額通知書の送付
●問合先　介護保険課　☎（２４６）６２４３

もえるごみの搬入量は、前年度比３％の減
量を目標にしています。ごみの減量化・資
源化にご協力をお願いします。

もえるごみの搬入量状況 30 年度 29 年度 前年当月比 増減率

２月 723,910㎏ 671,050㎏ 52,860㎏ 7.9％

累計 9,437,380㎏ 9,499,020㎏ △ 61,640㎏ △ 0.6％

身体障がい者の生活での困りごとなどについて相談に応じます。
●�受 付　毎月第 2 日曜日・10 時～正午
●場 所　ハピネスなかま
●問合先　福祉支援課　☎（２４６）６２８２

身体障がい者福祉相談
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市内の中学校で卒業式が行われ、中間東中学校では
120 人が旅立ちの日を迎えました。卒業生代表答辞
で語られた３年間の思い出からは仲間同士の絆の強
さが伝わり、卒業生たちも自然と涙がこぼれていま
した。卒業生は、先生や在校生たちとの別れを惜し
みつつ、新たな目標に向かってこれからも成長を続
けます。

中学校卒業式３／８
～思い出を胸に新たな道を歩む～

婦人会炊き出し

中間市婦人会が、日本ＬＰガス団体協議会から新たに
寄贈された災害炊き出しセットを使って炊き出しを行い
ました。わずか30 分程で、100人分の豚汁とご飯を作
ることができるので、有事の際に頼りになります。熊本
地震や九州北部豪雨の被災地支援を行った中間市婦
人会・木

きのした

下幸
さ ち こ

子会長は「災害があったときにはすぐに駆
けつけたい」と助け合いの気持ちを話してくれました。

２／ 22
～ 30分で 100 食のあったかご飯～

かわまちづくり計画が登録

水辺を活用した都市空間づくりを進める「かわまち
づくり」。国土交通省の支援制度に中間市の計画が３
月８日に登録され、22日に遠賀川河川事務所の大

お お の

野
良
よし の り

徳所長から登録証が授与されました。県内で10か
所目となる登録を受け、遠賀川河川敷はポンプ室を
はじめとした歴史・文化資源と豊かな自然、スポーツ
拠点が融合した魅力ある空間へと生まれ変わります。

３／８
～遠賀川周辺を新たなスポットに～

なかま鮭の会主催の「さけの放流会」が開催され、今年は
市内の小学生と幼稚園・保育園児たちが約12,000 匹の稚
魚を遠賀川に放流しました。さけは冷たい水を求めて北の
海を回遊し、３～５年後に産まれた川に再び戻ってくるそう
です。稚魚を放した子どもたちは「大きくなあれ、元気でね」
と声をかけ旅立つ姿を見つめ、遠賀川での再会を楽しみに
していました。

さけの放流会２／27
～大きくなって会おうね～

産業遺産の楽しみ方講演会３／17
～産業遺産の魅力を紹介～

男女共同参画講座

長年に渡り夫婦で経営をする人気店「おおば酒店」店主
の大

お お ば

庭民
た み お

雄さんを講師に迎えた講座を中央公民館で開
催しました。夫婦経営の秘訣について「適材適所が大切
です。贈答用のラッピングの依頼が多い夕方には、包装
が得意な妻が店に立ち、私が夕飯の支度をするなど柔軟
に対応をしています」と話します。夫婦経営の秘密を学ん
だあとは、試飲を交えた日本酒講座を楽しみました。

２／ 24
～日本酒を知ろう～

遠賀川水源地ポンプ室の世界文化遺産登録３周年を記
念した講演会を開催しました。講師の前

まえは た

畑温
あ つ こ

子さんは写
真家としてポンプ室をはじめ全国の産業遺産を巡り、そ
の隠れた魅力を発信しています。また、太刀洗駅や嘉穂
劇場など、福岡が大好きという前畑さんおすすめの産業
遺産も紹介してくれました。みなさんも産業遺産として
のポンプ室の魅力を再発見してみませんか。

KBCと災害対策協定締結

九州朝日放送（以下＝KBC）と中間市が「防災パートナー
シップに関する協定書」の締結を行いました。協定の内
容は、市内で災害が発生またはその恐れがあった際に、
KBCの協力を得て迅速に災害・防災に関する情報を周
知し、市民の安全確保に努めるというものです。KBC
代表取締役社長・和

わ け

氣靖
やすし

さんは「災害発生時だけでなく
未然に防ぐことにも力を入れていきたい」と話しました。

３／ 13
～市民の安全を第一に～

子どもたちのために贈る

中間ライオンズクラブから市と市ＰＴＡ連合会に、新小
学１年生のランドセルカバーとドリカムノート作成のた
めの寄附金が贈られました。寄贈を受けた片平慎一教
育長は「黄色いカバーを付けた児童が元気に登校する
姿を楽しみにしています」と話しました。また、学習の
記録として活用するドリカムノートは、作成後小学５年
～中学３年生に配布されます。

３／ 13
～中間ライオンズクラブが寄贈・寄附～
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底
井
野
校
区
歴
史
講
演
会

　
「
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
の

こ
と
を
も
っ
と
よ
く
知
ろ
う
」

と
底
井
野
校
区
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
が
歴
史
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
底
井
野
校
区
の
縄
文

時
代
～
近
代
ま
で
の
歴
史
に
つ

い
て
、
貴
重
な
資
料
や
写
真
を

交
え
な
が
ら
、
吉
田
学
芸
員
に

よ
る
講
演
を
み
な
さ
ん
熱
心
に

聴
い
て
い
ま
し
た
。「
底
井
野

に
は
、
な
ぜ
横
穴
古
墳
が
多
い

の
か
」
な
ど
多
く
の
質
問
が
飛

び
交
い
、
底
井
野
校
区
へ
の
郷

土
愛
が
さ
ら
に
深
ま
る
良
い
機

会
に
な
り
ま
し
た
。

春
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
「
な

か
ま
つ
な
が
り
隊
」
が
企
画
す

る
イ
ベ
ン
ト
に
15
人
の
親
子
が

参
加
し
、
雨
上
が
り
の
垣
生
公

園
で
草
花
の
様
子
や
鳥
の
鳴
き

声
、
風
の
暖
か
さ
な
ど
、
五
感

を
フ
ル
に
使
っ
て
春
の
訪
れ
を

感
じ
ま
し
た
。

　

初
参
加
の
渡わ

た
り

敦あ

つ

き樹
さ
ん
は
、

「
普
段
は
気
付
か
な
い
自
然
の

様
子
に
気
づ
け
て
楽
し
か
っ
た
。

草
む
ら
で
寝
こ
ろ
ん
で
気
持
ち

よ
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
ゆ
っ
た
り

と
し
た
時
間
を
楽
し
み
ま
し
た
。

無線放送が聞き取れなかっ
た場合はお電話ください。
通話料金は利用者負担です。

なかまコミュニティ無線
確認ダイヤルサービス

☎０５０（５５７８）２６２４

虐
待
か
ら
子
ど
も
を
守
る

　

昨
今
、
親
に
よ
る
子
ど
も
の

虐
待
な
ど
目
を
覆
い
た
く
な
る

よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
が
報
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。
も
し
、
気
に
な
る

家
庭
や
心
配
な
児
童
を
見
か
け

た
と
き
は
、
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ

ル（
☎
１い

ち
は
や
く

８
９
）な
ど
に
連
絡
を

し
て
く
だ
さ
い
。
秘
密
厳
守
。

匿
名
で
の
連
絡
も
可
能
で
す
。

●
虐
待
の
種
類

○
身
体
的
虐
待
…
殴
る
、
蹴
る
、

投
げ
落
と
す
、
激
し
く
揺
さ

ぶ
る
、
首
を
絞
め
る
な
ど

○
心
理
的
虐
待
…
言
葉
に
よ
る

脅
し
、
無
視
、
き
ょ
う
だ
い

間
で
の
差
別
的
扱
い
、
子
ど

も
の
目
の
前
で
家
族
に
対
し

て
暴
力
を
ふ
る
う（
Ｄ
Ｖ
）な
ど

○
ネ
グ
レ
ク
ト
…
家
に
閉
じ
込

め
る
、
食
事
を
与
え
な
い
、

ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、
自
動

車
の
中
に
放
置
す
る
な
ど

○
性
的
虐
待
…
子
ど
も
へ
の
性

的
行
為
、
性
的
行
為
を
見
せ

る
、
性
器
を
触
ら
せ
る
ま
た

は
触
る
な
ど

●
休
日
や
夜
間
の
相
談

○
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
…
最
寄

り
の
児
童
相
談
所
に
つ
な
が

り
ま
す
。
通
話
料
が
か
か
り

ま
す
。
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
か

ら
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

　
☎
１
８
９

○
宗
像
児
童
相
談
所

　
☎
０
９
４
０（
３
７
）３
２
５
５

子
育
て
に
悩
ん
だ
ら

　

こ
ど
も
未
来
課
家
庭
児
童
相

談
係
で
は
、
18
歳
ま
で
の
児
童

に
つ
い
て
、
養
育
上
の
悩
み
や

家
庭
の
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
応
じ
、
専
門
機
関
の

紹
介
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

電
話
や
来
室
で
の
相
談
を
受

け
て
い
ま
す
。
必
要
で
あ
れ
ば

家
庭
訪
問
な
ど
も
行
い
ま
す
。

悩
み
を
１
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
、

ま
ず
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
相
談
時
間

　
９
時
～
17
時

●
相
談
内
容

○
日
常
生
活
上
で
の
育
児
、
し

つ
け
、
性
格
、
生
活
習
慣
、

習
癖
な
ど
に
関
す
る
こ
と

○
養
育
に
つ
い
て
の
経
済
的
問

題
、
養
育
に
欠
け
る
問
題
な
ど

○
知
的
能
力
、
言
語
能
力
の
発

達
や
療
育
に
関
す
る
こ
と

●
相
談
窓
口　
こ
ど
も
未
来
課

　
☎（
２
４
６
）３
５
１
５

福 祉  輪の
みんながつながる

こども未来課
☎（２４６）３５１５

介護・障がい・保育など、身近
にある福祉について紹介します。

安全安心まちづくり課
☎（２４６）２０１７

防災、防犯、地域コミュニティ。
なかまで行うまちづくり。

現在の地形と古遠賀湾を重ねた地図
を用いての解説に参加者は興味津々。

中間市×ＫＢＣ

九州朝日放送（KBC）が今年１月から
「KBC60市町村情熱プロジェクト ふ

るさと Wish」と題して、テレビやラジオ
などを通して福岡県内60市町村を１週間
ごとに取り上げるという企画を行っていま
す。中間市はその企画で、３月18日からの
１週間、約30番組で取り上げられました。
みなさんの馴染みの店やまだ知らないディ

ープな情報など、盛りだくさんの内容が紹
介されました。
　また、３月24日には、KBC と J:COM
がタッグを組んだ特別番組「地域密着情熱
プロジェクト」の公開収録が、地域交流セ
ンターで行われました。こちらには、中

な か ざ わ

澤
裕
ゆ う こ

子さんや漫才師のサカイストが収録に訪
れるなど、豪華な内容となりました。

KBC のテレビやラジオで中
間市づくしの１週間。

１．朝の人気番組「サ
ワダデース」で、中間
市の魅力を全力発信。
２．「サワダデース」で
取材を受けた「とうふ
家」のみなさんとリポ
ーター。３．「PAO～N」
の放送で、波

は た

田陽
よ う く

区さ
んが市長室を突撃。

１ ２ ３

「KBC × J:COM 地域密着情熱プロジェクト」では、
市民をゲストに迎えた公開収録を行った。

視覚に頼らずに、耳や肌で垣生公園
の春を感じる参加者。

お客さん、地域の人、従業員に恵まれて

　創業 27 年を迎える加茂川。
女将の藤

ふ じ さ わ

澤さんは「父の店が
長く愛されてうれしい。地域
の人や従業員に恵まれ、たく
さん助けてもらった」と感謝の
気持ちを笑顔で話してくれま
した。近隣の人には、気さく
に声を掛けられたり、藤澤さ
んの子どもの面倒を見てもら
ったりととても支えられたそ
うです。「時には厳しいことも
言われます。でも、その都度
改善してきたからこそ今があ
るし、今でも通い続けてくれ

ている」とこれまでの歩みに自
信をみせます。
　加茂川自慢の料理は、１か
月半ごとにその内容を変更し
ます。これは「その季節にあっ
たおいしいものを食べてもら
いたい」という強い想いから実
現。苦労の先にあるお客さん
の笑顔のためのこだわりです。
　今後の目標を伺うと「これ
からも地域の人やお客さんを
大切にして、中間市で愛され
る店にしていきたい」と話して
くれました。

京風膳処　加茂川

1. 春を感じる加茂川ランチ「春の膳」全 9
品 1,570 円（昼限定）がおすすめ。2. 最大
で 45 人を収容できる店内。落ち着いた和
の空間で、懐石料理を楽しむことができる。
3.「おいしいものを食べて、楽しい時間を過
ごしてほしい」と話す女将の藤澤さん。

３２

なかマルシェ
中間の街を散歩してみつけたスポットを紹介します。
「この店を紹介してほしい」といった声も募集中です。
広報広聴係宛にメールで紹介してください。
メールアドレス…koho@city.nakama.lg.jp

ＭＥＭＯ

〒�809-0014　蓮花寺三丁目21-2
☎093（246）4055
営業時間　�11:30～ 15:00、17:30～ 20:00
店休日　第2・4火曜日
祝い事、法事など団体での利用もできます。座
敷やテーブル席などもあるので、気軽に相談し
てください。（貸切可）

１
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注
目
の
本

特
集
展
示

「
新
生
活
応
援
特
集
」

　

こ
の
春
、
新
生
活
を
迎
え
る

人
に
お
す
す
め
の
本
を
特
集
。

未
来
へ
の
ス
タ
ー
ト
に
ふ
さ
わ
し

い
一
冊
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
読
書
の
日　
　
　
　

　

特
別
お
は
な
し
会

　

ほ
っ
と
ブ
ッ
ク
な
か
ま
、
な

か
ま
フ
レ
ン
ズ
に
よ
る
季
節
感

い
っ
ぱ
い
の
お
は
な
し
会
を
行

い
ま
す
。
お
は
な
し
の
ほ
か
に

も
手
遊
び
や
歌
な
ど
、
誰
で
も

楽
し
く
参
加
で
き
ま
す
。

●
日

時

　
４
月
20
日
土
・
11
時
～

　

わ
く
わ
く
ア
ニ
メ
上
映
会

　

図
書
館
で
大
人
気
の
「
お
し

り
た
ん
て
い
」
が
ア
ニ
メ
に
な

っ
て
登
場
。
上
映
会
に
ぜ
ひ
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
４
月
21
日
日
・
13

時
30
分
～
14
時
30
分

●
定

員　
30
人

※
未
就
学
児
は
保
護
者
の
同
伴
が

必
要
で
す
。託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
申
込
方
法　
窓
口
、
電
話

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
じ
め　
　

　

ま
せ
ん
か
？

　

お
は
な
し
会
で
の
読
み
聞
か

せ
の
手
伝
い
な
ど
、
市
民
図
書

館
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
内

容
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

●
日

時　
５
月
10
日
金
・
10

時
～
11
時

●
申
込
方
法　
窓
口
、
電
話

図書館だより

中間市民図書館

問 合 先　市民図書館
　☎（２４５）４６６４
　℻（２４５）４６０８

住 所　蓮花寺三丁目１-２

休 館 日　4 月 15 日 月、22 日 月、
24日水、5月7日火、8日水

開館時間　９時30分～19時

市民図書館おすすめの本や
イベントを紹介するよ。み
んな遊びに来てね。

ノースライト
（一般書）　新潮社

横山秀夫 / 著

一級建築士の青瀬が設計した
新築の家。しかし、Y邸に越し
てきたはずの家族の姿はなく、
一脚の「タウトの椅子」だけが
浅間山を望むように残されて
いた。一家に何が起きたのか。

うさぎくんとママ

元気いっぱいのうさぎくんは、
朝からパパのじゃまをしたり、
食べ物をこぼしたり。パパと「い
い子にしてる」と約束したのに
…。うさぎくんと手を焼くママ
の姿に、ほのぼのするお話。

リチャード・スキャリー / 作

（児童書）　好学社

ちいさなこころで
はぐくむ人権

子どもたちが感じた人権
のカタチ。作文をとおし
て、もう一度人権につい
て考えてみませんか。

※この作文は、平成 30 年度中に書かれた作品であり、作文の内容と学年の表記は当時のものです。

「
友
達
に
な
る
と
い
う
こ
と
」

中
間
南
中
学
校
２
年

今い
ま
む
ら村　

理り

り

さ

々
紗　

　

私
に
は
友
達
が
い
ま
す
。
友
達

は
、
楽
し
く
会
話
し
た
り
、
お
互

い
困
っ
て
い
る
事
が
あ
れ
ば
、
助

け
あ
っ
た
り
、
悪
い
と
思
う
事
は

教
え
て
あ
げ
た
り
で
き
る
人
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
実
は
、
先
日
の
テ
レ
ビ
放
送
で
、

「
こ
の
ま
ま
荷
物
持
ち
で
い
い
か

ら
、
友
達
で
い
て
ほ
し
い
。」
と

語
る
女
子
生
徒
の
声
を
聞
い
て
し

ま
い
ま
し
た
。
私
は
、
驚
き
ま
し

た
。「
そ
れ
は
本
当
の
友
達
と
い

え
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
お
も
わ
ず

考
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
お
互
い
が
そ
れ
ぞ
れ

を
「
大
切
な
存
在
」
と
思
っ
て
い

な
い
と
、
本
当
の
友
達
で
は
な
い

と
考
え
て
い
ま
し
た
。
も
し
か
し

た
ら
私
も
友
達
に
同
じ
よ
う
な
思

い
を
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
友
達
と
は
話
せ
ば

簡
単
に
な
れ
る
人
で
は
な
い
の
で

す
。
そ
の
子
の
友
達
で
あ
る
と
い

う
事
実
の
責
任
を
も
つ
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
お
互
い
を
大
切
に

思
う
心
を
行
動
で
示
し
て
い
く
こ

と
が
信
頼
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
昨
年
、
違
う
小
学
校
だ
っ

た
た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
い
ま
し

た
。
良
く
会
話
の
弾
む
子
や
、
話

し
か
け
な
い
と
し
ゃ
べ
っ
て
く
れ

な
い
子
。
逆
に
積
極
的
に
仲
良
く

な
ろ
う
と
話
し
か
け
て
く
れ
る
子

も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

私
は
そ
の
時
、
友
達
の
大
切
さ
に

つ
い
て
し
っ
か
り
分
か
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
す
。

　

あ
る
日
、
小
学
校
か
ら
ず
っ
と

仲
良
し
だ
っ
た
友
達
が
学
校
を
休

み
ま
し
た
。
休
み
時
間
に
い
つ
で

も
一
緒
に
い
た
の
で
、
話
し
相
手

が
い
な
く
な
っ
た
私
は
、
そ
の
日

は
一
人
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
あ

る
人
が
初
め
て
「
何
て
呼
ん
だ
ら

い
い
。」
と
話
し
か
け
て
く
れ
て
、

気
持
ち
が
ほ
っ
と
し
た
の
で
す
。

出
会
い
と
い
う
の
は
こ
ん
な
ふ
う

に
始
ま
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

同
時
に
「
友
達
に
な
ろ
う
」
と
す

る
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
で
、
ど

ん
ど
ん
自
分
の
知
ら
な
い
世
界
が

広
が
っ
て
い
く
の
だ
と
い
う
事
も

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

友
達
は
、「
生
き
る
道
し
る
べ
」

と
い
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

自
分
も
相
手
も
大
切
に
で
き
る
こ

と
、
お
互
い
を
尊
敬
し
あ
う
こ
と

を
私
た
ち
は
今
、
学
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
友
達
を
傷
付
け
な

い
た
め
に
相
手
の
気
持
ち
を
考

え
、
よ
く
お
互
い
の
こ
と
を
知
る

こ
と
を
続
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。
相
手
の
い
の
ち
を
、
存
在
を

き
ち
ん
と
認
め
、
お
互
い
を
思
い

や
る
志
が
今
の
私
に
は
大
事
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

私
達
は
こ
れ
か
ら
、
高
校
、
大

学
と
、
大
人
に
近
づ
い
て
い
く
に
つ

れ
て
、
た
く
さ
ん
の
出
会
い
と
別
れ

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
自
分

を
支
え
て
く
れ
た
友
達
を
忘
れ
ず

に
、
こ
れ
か
ら
出
会
う
人
達
を
大

切
に
し
て
、生
き
て
い
き
た
い
で
す
。

友達は「生きる道しるべ」
といえるのかもしれませ
ん。今、私たちは、自分
も相手も大切にし、尊敬
し合うことを学んでいま
す。これからのたくさん
の出会いの中で、出会う
人達を大切にして生きて
いきたいです。

シラス…50g
アスパラガス…4本
スパゲッティ…150g
バター…30g
ニンニク（みじん切り）…1片
コショウ…適量
パセリ…適量

材料（２人分）

（１人分）
エネルギー：436㎉、食塩：1.3g

中間市食生活改善推進会の監修に
より、体に優しいレシピを紹介。

今月のレシピ

アスパラとシラス
のスパゲッティ

Nakama's
キッチン

作り方

①�　�アスパラガスは根元の硬い皮をむ
き、厚さ１㎝の斜め切りにする。

②�　�スパゲティを表示通りにゆでる。ゆ
で汁を取っておく。

③�　�フライパンにバターを熱し、ニンニク
を入れてきつね色になるまで炒める。

⑤�　�ゆで汁を足し、ひと煮立ちさせたら
火を止めてスパゲッティを加えて、
コショウで味を調え麺をからめる。

⑥�　器に盛りパセリを散らす。

④�　�アスパラガスを入れ、塩、コショウ
でしんなりするまで炒め、シラスも
入れさっと炒める。
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中
間
短
歌
会 

選

短 

歌

色
添
へ
て
母
の
手
に
な
る
雛
あ
ら
れ

　
　
　

扇
ヶ
浦
二
丁
目	

宮　

崎　

サ
カ
エ

紅
梅
や
庭
の
要
と
し
て
咲
け
る

　
　
　

太
賀
二
丁
目	
白　

石　

紀　

子

茶
畑
の
続
く
か
な
た
の
雪
の
富
士

　
　
　

通
谷
五
丁
目	

後　

藤　

欣　

子

竹
林
を
抜
け
て
明
る
き
梅
の
園

　
　
　

太
賀
一
丁
目	

中　

山　

富　

子

よ
き
旅
を
し
た
る
思
ひ
の
雪
景
色

　
　
　

小
田
ヶ
浦
一
丁
目	

平　

松　

律　

子

木
葉
句
会

俳 
句

背
が
伸
び
て
不
格
好
な
ラ
ン
ド
セ
ル

　
　
　

通
谷
一
丁
目	

中　

野　

真
由
美

神
頼
み
自
然
災
害
終
ら
せ
て

　
　
　

中
間
三
丁
目	

二　

禮　

秀　

子

寒
空
に
背
骨
が
ピ
ン
と
消
防
士

　
　
　

弥
生
一
丁
目	

鶴　

田　

春　

枝

面
白
い
終
わ
っ
て
欲
し
く
な
い
ド
ラ
マ

　
　
　

中
間
三
丁
目	

宮　

川　

佳　

子

あ
が
い
て
も
ジ
ー
パ
ン
穿
け
ぬ
腰
回
り

　
　
　

中
鶴
一
丁
目	

平　

野　

し
ず
子

吉
富 

廣 

選

川 

柳

文芸歳時記
た
く
さ
ん
の
愛
と
教
え
を
た
ま
わ
り
し
母
は
九
十
四
の
天
寿
全
う
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
瀬
四
丁
目	

吉　

岡　

比
呂
己

な
ま
こ
壁
古
都
の
ま
ち
並
し
づ
や
か
に
雛
か
ざ
り
の
家
そ
れ
ぞ
れ
の
軒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
手
ノ
内
一
丁
目	

岡　

本　

マ
キ
子

愛
と
い
う
名
を
き
ざ
ま
れ
し
幼
子
は
両お

や親
の
愛
さ
え
う
け
ぬ
ま
ま
逝
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

通
谷
二
丁
目	

山　

下　

純　

子

寒
空
に
樹
々
の
新
芽
の
う
す
み
ど
り
萌
ゆ
る
命
に
心
と
き
め
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
ヶ
岡	

金　

子　

純　

子

繊
細
な
霧
氷
の
レ
ー
ス
解ほ

ど

き
ゆ
く
朝
の
光
に
心
身
解ほ

ど

く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
賀
四
丁
目	

隈　

井　

景　

子



15 Nakama City Public Relations 14広報なかま４月 10日号

平
成
31
年
度
高
齢
者
肺
炎
球
菌

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　

定
期
予
防
接
種
は
平
成
30
年
度

ま
で
の
5
年
間
の
経
過
措
置
で
し

た
が
、
国
の
法
改
正
に
よ
り
平
成

31
年
度
か
ら
５
年
間
延
長
に
な
り

ま
し
た
。

　

過
去
に
接
種
し
た
人
は
対
象
外

で
す
。
対
象
者
に
は
、
は
が
き
を

郵
送
し
ま
す
の
で
、
接
種
す
る
と

き
に
持
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
対

象　
過
去
に
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン（
23
価
肺
炎
球
菌
莢き

ょ
う
ま
く膜
ポ

リ
サ
ッ
カ
ラ
イ
ド
ワ
ク
チ
ン
）を

接
種
し
た
こ
と
が
な
く
次
の
い

ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
人

○
平
成
31
年
度
に
65
歳
、
70
歳
、
75

歳
、
80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、

100
歳
以
上（
大
正
８
年
４
月
１
日

以
前
の
生
ま
れ
）に
な
る
人

○
60
歳
～
64
歳
で
、
心
臓
、
腎
臓
、

呼
吸
器
の
機
能
、
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能

に
障
が
い
が
あ
る
人（
身
体
障
害

者
手
帳
１
級
程
度
）

●
接
種
期
限

　
２
０
２
０
年
３
月
31
日

●
接
種
回
数　
１
回

●
自
己
負
担
額　
２
５
０
０
円

※
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
の

人
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
書
類
を

医
療
機
関
に
提
示
す
る
と
減
免

（
無
料
）に
な
り
ま
す
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

○
介
護
保
険（
特
定
）負
担
限
度
額

認
定
証

○
平
成
31
年
度
介
護
保
険
料
決
定

通
知
書（
所
得
段
階
１・２・３
）

※
こ
れ
ら
の
書
類
が
な
い
人
は
、

接
種
前
に
本
人
確
認
書
類（
運
転

免
許
証
な
ど
）と
印
鑑
を
持
っ
て
、

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
市
役
所
で

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

※
「
予
防
接
種
広
域
化
実
施
医
療

機
関
」
以
外
の
医
療
機
関
で
の
接

種
を
希
望
す
る
人
に
は
依
頼
書
を

発
行
し
ま
す
の
で
、
接
種
前
に
保

健
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号
石松内科医院 （245）2030 中村整形外科医院 （245）0231
岩尾内科医院 （245）0035 萩本医院 （245）1650
久原内科医院 （246）2850 福田醫院 （244）8411

佐藤泌尿器科クリニック （243）3100 松尾耳鼻咽喉科医院 （246）2603
新中間病院 （245）5501 むた医院 （244）3131
冨岡医院 （245）0318 柳整形外科医院 （243）3380

豊川内科・循環器内科クリニック （245）8100 山下医院 （982）1475
中間クリニック （245）5060 山田医院 （245）0707
中間市立病院 （245）0981 葉医院 （243）2255

中間メディカル （245）3366 吉野内科胃腸内科クリニック （246）0099

国
保
の
届
け
出
は
14
日
以
内
に

　

国
保
の
加
入
・
脱
退
な
ど
の

届
け
出
は
、
必
ず
異
動
が
あ
っ

た
日
か
ら
14
日
以
内
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
へ
の
加
入
に
伴

っ
て
国
保
を
脱
退
す
る
と
き
の

届
け
出
は
不
要
で
す
。

※
別
世
帯
の
人
が
届
け
出
を

す
る
と
き
は
、
委
任
状
・
身

分
証
明
書
な
ど
が
必
要
で
す
。

※
医
療
証
や
認
定
証
を
持
っ
て

い
る
人
は
、
届
け
出
の
と
き
に

持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

保
険
証
の
誤
提
示
に
よ
る

医
療
費
の
請
求
が
増
加

　
就
職
・
扶
養
な
ど
で
保
険
証

が
変
わ
る
予
定
の
場
合
、
医
療

機
関
に
そ
の
旨
を
申
し
出
て
、

今
持
っ
て
い
る
国
保
の
保
険
証

は
提
示
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

誤
っ
て
提
示
し
て
し
ま
っ
た
場

合
は
、
中
間
市
が
負
担
し
た
医

療
費
が
請
求
さ
れ
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は

３
月
号
の
国
保
だ
よ
り
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

慢
性
腎
臓
病
と
は

　

慢
性
腎
臓
病
は
腎
障
害
や
腎
機

能
の
低
下
が
持
続
す
る
疾
患
で
、

進
行
し
て
末
期
腎
不
全
に
な
る
と

透
析
療
法
や
腎
移
植
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
心
血
管
疾
患（
心

筋
梗
塞
・
脳
卒
中
・
心
不
全
）や

死
亡
の
危
険
性
を
上
昇
さ
せ
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
早
期
に
診
断
し
て
重
症
化
を
防

ぎ
、
心
血
管
疾
患
の
発
症
を
抑
え

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

透
析
医
療
の
現
況

　

２
０
１
７
年
末
の
国
内
の
透
析

患
者
数
は
約
33
万
5
千
人
、
平
均

年
齢
は
68
歳
で
毎
年
増
加
し
て
お

り
、
380
人
に
１
人
が
透
析
患
者
で

す
。
ま
た
、
同
年
の
新
規
透
析
導

入
患
者
数
は
約
３
万
９
千
人
、
平

均
年
齢
69
歳
で
65
歳
以
上
が
70
％

を
超
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
透
析

導
入
の
主
な
原
因
疾
患
で
あ
る
糖

尿
病
性
腎
症
と
慢
性
糸
球
体
腎
炎

患
者
の
高
齢
化
と
高
血
圧
を
原
因

と
す
る
腎
硬
化
症
患
者
の
増
加
を

意
味
し
ま
す
。

慢
性
腎
臓
病
の
現
況

　

日
本
人
の
慢
性
腎
臓
病
患
者
数

は
約
１
３
０
０
万
人
と
推
計
さ
れ

成
人
の
約
８
人
に
１
人
で
す
。
そ

の
中
で
軽
度
～
中
等
度
の
腎
機
能

低
下
が
886
万
人
と
全
体
の
約
70
％

を
占
め
、
高
齢
者
の
多
く
が
こ
の

グ
ル
ー
プ
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

男
女
と
も
高
齢
ほ
ど
有
病
率
は
上

昇
し
60
歳
代
で
約
15
％
、
70
歳
代

で
約
29
％
、
80
歳
以
上
に
な
る
と

約
44
％
に
も
な
り
ま
す
。

腎
機
能
低
下
を
予
測
す
る
も
の

　

検
査
項
目
の
尿
所
見
と
腎
機
能

の
両
面
か
ら
末
期
腎
不
全
に
な
る

危
険
度
を
み
て
み
る
と
、
尿
所
見

で
は
蛋
白
尿
と
血
尿
が
と
も
に
陽

性
の
場
合
や
、
蛋
白
尿
の
み
が
陽

性
で
蛋
白
尿
の
程
度
が
大
き
く
な

る
場
合
に
は
危
険
性
が
高
ま
り
ま

す
。
他
方
、
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン

値
・
年
齢
・
性
別
か
ら
腎
機
能
を

推
定
し
た
e
Ｇ
Ｆ
Ｒ（
推
算
糸
球

体
濾
過
値
）で
み
て
み
る
と
e
Ｇ

Ｆ
Ｒ
が
50
㎖
／
分
未
満
で
は
60

㎖
／
分
未
満
に
比
べ
て
２
倍
の
ス

ピ
ー
ド
で
腎
機
能
が
低
下
し
、
70

歳
以
上
で
は
特
に
40
㎖
／
分
未
満

に
な
る
と
腎
機
能
低
下
の
危
険
性

が
高
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

慢
性
腎
臓
病
へ
の
向
き
合
い
方

　

慢
性
腎
臓
病
の
多
く
は
自
覚
症

状
が
乏
し
い
た
め
、
ま
ず
は
健
康

診
断
や
医
療
機
関
で
の
検
査
を
受

け
て
定
期
的
に
自
身
の
尿
所
見
と

腎
機
能
を
把
握
し
ま
し
ょ
う
。
慢

性
腎
臓
病
と
診
断
さ
れ
た
ら
、
そ

の
時
点
で
の
重
症
度
、
原
因（
加

齢
、生
活
習
慣
病
、腎
疾
患
な
ど
）、

将
来
的
な
腎
機
能
低
下
予
測
に
つ

い
て
十
分
に
理
解
し
た
う
え
で
、

腎
機
能
維
持
の
た
め
に
必
要
な
生

活
習
慣
の
改
善
と
と
も
に
状
況
に

応
じ
た
食
事
療
法
や
薬
物
療
法
を

受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

医
療
講
座

市立病院
☎（２４５）０９８１

身近に潜む病気など
を医師がわかりやす
く解説します。

今月のテーマ
透析医療からみた
慢性腎臓病対策

中間市立病院　内科非常勤
髙
た か ぎ

木 一
い ち ろ う

郎 医師

な
か
ま

健康ファミリー

保健センター
ＴＥＬ　（２４６）１６１１
ＦＡＸ　（２４６）３０２４
genki@city.nakama.lg.jp

国保だより

健康増進課
☎（２４６）６２４６

５月の子育てカレンダー

９日木
２歳６か月児フッ素塗布 受付12:45 ～ 13:00
２歳児歯科健診 受付13:00 ～ 13:30

10日金 １歳６か月児健診 受付13:00 ～ 13:30
13日月 すくすくあかちゃん広場 　　10:00 ～ 11:30
14日火 わんぱく広場 　　10:00 ～ 11:30
15日水 ７・８か月児健診 受付13:00 ～ 13:30
16日木 ４か月児健診 受付13:00 ～ 13:30
23日木 ３歳児健診 受付13:00 ～ 13:30

産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金

保
険
料
が
免
除

　

平
成
31
年
４
月
か
ら
産
前
産

後
期
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が

免
除
と
な
り
ま
す
。

●
免
除
期
間　
出
産
予
定
日
ま

た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の

前
月
か
ら
４
か
月
間
の
国
民

年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま

す
。
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日

が
属
す
る
月
の
３
か
月
前
か

ら
６
か
月
間
の
国
民
年
金
保

険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。 

※
出
産
と
は
、
妊
娠
85
日（
４

か
月
）以
上
の
出
産
を
い
い
ま

す
。 
（
死
産
、
流
産
、
早
産
さ

れ
た
人
を
含
み
ま
す
。） 	

※
施
行
日
前
後
の
出
産（
予
定
）

日
の
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

●
産
前
産
後
期
間
の
取
り
扱
い

　

産
前
産
後
期
間
と
し
て
認
め

ら
れ
た
期
間
は
、
保
険
料
を

納
付
し
た
も
の
と
し
て
老
齢

基
礎
年
金
の
受
給
額
に
反
映

さ
れ
ま
す
。 

●
対
象
者　
「
国
民
年
金
第
１
号

被
保
険
者
」
で
出
産
日
が
平

成
31
年
２
月
１
日
以
降
の
人

●
届
出
時
期　
出
産
予
定
日
の

６
か
月
前
か
ら

●
必
要
書
類

○
年
金
手
帳
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
確
認
で
き
る
書
類

○
印
鑑

○
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類

（
運
転
免
許
証
な
ど
）　

○
母
子
健
康
手
帳

○
子
と
別
世
帯
の
場
合
は
、
出

生
証
明
書
な
ど
出
産
日
お
よ

び
親
子
関
係
を
明
ら
か
に
す

る
書
類

●
届
出
先　
市
民
課 

●
施
行
日

　
平
成
31
年
４
月
１
日

●
問
合
先　
八
幡
年
金
事
務
所

　
☎（
６
３
１
）７
９
６
２

年金ニュース

市民課
☎（２４６）６２４０

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月
多胎児 免 免 免 免 免 免
単胎児 免 免 免 免

▲出産（予定）日の月

■イメージ図

こんなときに 必要なもの

取
得
手
続
き

転入するとき 印鑑、前住所地から発行された
証明など

職場の健康保険をやめたとき
印鑑、健康保険資格喪失証明書職場の健康保険の被扶養者か

ら外れたとき
子どもが生まれたとき ※ 1 印鑑

喪
失
手
続
き

転出するとき 印鑑、国民健康保険証
職場の健康保険に加入したとき 印鑑、国民健康保険証、職場の

健康保険証または健康保険資格
取得証明書

職場の健康保険の被扶養者に
なったとき

死亡したとき ※ 2 印鑑、国民健康保険証（世帯主
が死亡したときは世帯全員分）

変
更
手
続
き

氏名が変わったとき
印鑑、国民健康保険証

（世帯全員分）市内で住所が変わったとき
世帯主が変わったとき

修学のため、別に住所を定める
とき

印鑑、国民健康保険証、在学証
明書または学生証（入学する場
合は合格通知など）

保険証をなくしたとき、汚した
とき

印鑑、本人確認書類（運転免許
証など顔写真付きの身分証明書）

※1出産育児一時金の手続きや子ども医療費助成制度の手続きも必要です。
※ 2 葬祭費の手続きも必要です。

■接種できる市内の医療機関
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募
集

世
界
赤
十
字
デ
ー
清
掃
活
動

　
中
間
市
婦
人
会
赤
十
字
奉
仕
団

で
は
、
市
内
の
各
団
体
と
一
緒
に

「
世
界
赤
十
字
デ
ー
」
に
清
掃
活

動
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

●
日

時

　
５
月
８
日
水
・
９
時
30
分
～

●
集
合
場
所　
Ｊ
Ｒ
中
間
駅
東
口

●
清
掃
場
所　
も
や
い
通
り
→
本

町
交
差
点
→
県
道
中
間
・
引
野

線
→
蓮
花
寺
交
差
点
→
Ｊ
Ｒ
中

間
駅

●
問
合
先　
福
祉
支
援
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
７
０

県
政
モ
ニ
タ
ー

　
福
岡
県
庁
が
行
っ
て
い
る
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
み

な
さ
ん
の
意
見
や
提
案
を
聞
い
て

県
政
に
生
か
し
て
い
く
た
め
、
県

政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
活
動
内
容

○
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答（
年
６
回
、

１
回
20
分
程
度
）

○
県
政
へ
の
提
案（
随
時
）

●
任

期　
県
政
モ
ニ
タ
ー
委
嘱

日
～
２
０
２
０
年
３
月
末

●
募
集
人
数　
400
人

●
応
募
資
格　
県
内
在
住
の
18
歳

以
上（
４
月
１
日
現
在
）で
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
と
電
子

メ
ー
ル
の
送
受
信
が
で
き
る
人

※
国
・
地
方
公
共
団
体
の
議
員
、

常
勤
の
公
務
員
、
平
成
29
・
30

年
度
県
政
モ
ニ
タ
ー
経
験
者
を

除
き
ま
す
。

●
謝

礼　
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド

※
上
限
は
３
千
円
で
す
。

●
申
込
締
切　
５
月
31
日
金

●
問
合
先　
県
民
情
報
広
報
課

　
☎
０
９
２（
６
４
３
）３
１
０
３

イ
ベ
ン
ト

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室

　
あ
か
ち
ゃ
ん
に
優
し
く
語
り
か

け
な
が
ら
、
オ
イ
ル
で
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
し
て
あ
げ
ま
せ
ん
か
。

●
日

時　
４
月
24
日
水
・
10
時

30
分
～
11
時
30
分

●
対

象　
３
か
月
～
８
か
月
の

あ
か
ち
ゃ
ん
と
保
護
者

●
持
ち
物　
バ
ス
タ
オ
ル
、
着
替

え
、
飲
み
物

●
定

員　
20
人
程
度

※
未
経
験
者
を
優
先
し
ま
す
。

●
申
込
方
法　
電
話

●
申
込
締
切　
４
月
23
日
火

●
場
所
・
申
込
・
問
合
先

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
５
）５
５
５
７

ミ
ズ
ノ
運
動
会
必
勝
塾
・

ス
ポ
ー
ツ
塾

　
運
動
会
必
勝
塾
で
は
、
教
え
て

も
ら
う
機
会
の
少
な
い
走
り
方
を

基
礎
か
ら
学
び
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ

塾
で
は
、
跳
び
箱
、
鉄
棒
の
2
種

目
を
指
導
し
ま
す
。

　
運
動
が
苦
手
な
子
で
も
嫌
い
な

子
も
大
歓
迎
で
す
。
み
ん
な
で
楽

し
く
運
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
期

日　
５
月
６
日
祝

●
時

間

○
運
動
会
必
勝
塾
…
10
時
30
分
～

11
時
30
分

○
ス
ポ
ー
ツ
塾
…
14
時
～
15
時

※
各
教
室
の
30
分
前
に
受
け
付

け
を
行
い
ま
す
。

●
対

象　
小
学
生

●
定

員　
各
種
20
人（
要
予
約
）

●
料

金　
各
教
室
千
円

●
申
込
方
法　
窓
口
、
電
話

●
場
所
・
申
込
・
問
合
先

　
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
６
）２
８
０
０

第
４
回
ミ
ズ
ノ
カ
ッ
プ

レ
デ
ィ
ー
ス
卓
球
大
会

　

Ａ
～
Ｃ
級
の
ク
ラ
ス
別
で
行

う
団
体
戦
で
す
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

●
日

時　
５
月
17
日
金
・
９
時

30
分
～
（
受
付
は
９
時
～
）

●
対

象　
30
歳
以
上
の
レ
デ
ィ

ー
ス
卓
球
愛
好
家

●
定

員

　
３
～
４
人
編
成
の
40
チ
ー
ム

●
参
加
費

○
3
人
編
成
…
２
１
０
０
円

○
４
人
編
成
…
２
８
０
０
円

※
当
日
受
け
付
け
で
支
払
っ
て
く

だ
さ
い
。

●
申
込
方
法　
体
育
文
化
セ
ン
タ

ー
に
あ
る
申
込
書
を
提
出

●
申
込
締
切

　
５
月
10
日
金
・
必
着

●
場
所
・
申
込
・
問
合
先

　
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
６
）２
８
０
０

中
間
市
家
庭
婦
人

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

自
治
会
対
抗
の
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
で
す
。

●
日

時　
５
月
12
日
日
・
９
時

～
（
受
付
は
８
時
30
分
～
）

●
場

所　
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

●
参
加
資
格　
同
一
自
治
会
内
に

居
住
す
る
家
庭
婦
人
で
編
成
さ

れ
た
チ
ー
ム

※
メ
ン
バ
ー
（
９
人
）の
足
り
な

い
チ
ー
ム
に
限
り
、
近
隣
の
自

治
会
か
ら
ま
た
は
市
外
在
住
者

（
１
チ
ー
ム
３
人
ま
で
）の
選
手

を
補
充
し
て
出
場
で
き
ま
す
。

●
参
加
費　
１
チ
ー
ム
千
円

●
申
込
方
法　
体
育
文
化
セ
ン
タ

ー
に
あ
る
申
込
書
を
提
出

●
申
込
締
切

　
５
月
２
日
祝
・
17
時

　

代
表
者
会
議

●
日

時

　
５
月
４
日
祝
・
19
時
～

●
場

所　
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

●
申
込
・
問
合
先　
体
育
協
会

　
☎（
２
４
６
）２
８
０
１

お
知
ら
せ

ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま
休
館

　
６
月
か
ら
、
地
域
総
合
福
祉
会

館
「
ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま
」
の
改
修

工
事
を
行
い
ま
す
。
工
事
期
間
中

は
ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま
を
休
館
し
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
広
報
な
か
ま
５
月

号
に
掲
載
し
ま
す
。

●
休
館
予
定
期
間　
６
月
１
日
土

～
２
０
２
０
年
１
月
６
日
月

●
問
合
先　
ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま

　
☎（
２
４
５
）８
６
８
６

Ｇ
Ｗ
前
の
し
尿
臨
時
収
集

　
連
休
中
に
便
槽
が
い
っ
ぱ
い
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
、
連
休

前
に
し
尿
の
臨
時
収
集
が
で
き
ま

す
。
４
月
22
日
月
ま
で
に
収
集
業

者
へ
直
接
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
収
集
業
者
が
わ
か
ら
な
い
場
合

は
環
境
保
全
課
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　
環
境
保
全
課

　
☎（
２
４
５
）５
３
０
０

連
休
期
間
中
の

ご
み
の
自
己
搬
入

　
遠
賀
・
中
間
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

で
は
、
連
休
中
は
次
の
日
時
の
み

自
己
搬
入
の
受
け
入
れ
を
行
い
ま

す
。
な
お
、
こ
の
期
間
以
外
は
ご

み
の
収
集
も
休
み
で
す
。

●
受
入
期
日　
４
月
27
日
土
、
30

日
火
、
５
月
１
日
水

●
受
入
時
間　
８
時
30
分
～
11
時

30
分
、
13
時
～
16
時
30
分

●
問
合
先　
環
境
保
全
課

　
☎（
２
４
５
）５
３
０
０

連
休
期
間
中
の

医
療
機
関
受
付

　
連
休
中
は
、
次
の
医
療
機
関
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

歯
科
の
急
患

　

受
診
す
る
人
は
、
事
前
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
診
療
時
間　
10
時
～
17
時

　

内
科
・
小
児
科
の
急
病

●
日

時　
４
月
28
日
日
～
５
月

６
日
月
・
9
時
～
17
時（
受
付

は
16
時
30
分
ま
で
）

●
診
療
科
目　
内
科
、
小
児
科

※
小
児
科
の
専
門
医
が
い
な
い
と

き
が
あ
る
の
で
、
事
前
に
電
話
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
夜
間
の
急
病
や
け
が
に
は
電

話
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

●
相
談
日
時

〇
日
曜
日
、
祝
日
…
17
時
～
22
時

〇
平
日
…
18
時
～
22
時

●
場
所
・
問
合
先　
遠
賀
中
間
休

日
急
病
セ
ン
タ
ー
（
遠
賀
町
大

字
尾
崎
１
７
２
５
‐
２　
遠
賀

中
間
医
師
会
お
ん
が
病
院
内
）

　
☎（
２
８
２
）９
９
１
９

中
間
市
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

撤
去
費
補
助
金
事
業

　
地
震
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

の
倒
壊
に
よ
る
被
害
防
止
や
避

難
経
路
の
確
保
を
目
的
と
し
て
、

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
撤
去

を
行
う
人
に
対
し
て
、
撤
去
費
の

一
部
を
補
助
す
る
事
業
を
実
施
し

ま
す
。
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

○
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

○
暴
力
団
員
で
は
な
い
人

○
所
有
者
ま
た
は
管
理
者

●
対
象
工
事　
道
路
に
面
す
る
高

さ
が
１
メ
ー
ト
ル
以
上
の
危
険

な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
全
て
ま

た
は
一
部
撤
去
す
る
工
事

●
補
助
金
額　
補
助
対
象
工
事
費

の
２
分
の
１
ま
た
は
10
万
９
千

円
の
い
ず
れ
か
低
い
額

●
申
請
期
限

　
２
０
２
０
年
１
月
31
日

●
問
合
先　
建
設
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
６
０

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度

　
軽
自
動
車
を
障
が
い
者
本
人
や

そ
の
親
族
が
使
用
す
る
場
合
、
軽

自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
必
ず
納
税
す
る
前
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
は
毎

年
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
減
免
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
障

が
い
者
１
人
に
つ
き
１
台
で
す
。

ま
た
、
障
が
い
が
あ
る
箇
所
や
等

級
に
よ
り
減
免
の
対
象
に
な
ら
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
郵
便
で
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
必
ず
市
役
所
窓
口
で
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間　
軽
自
動
車
税
の
納

税
通
知
書
が
届
い
た
日
～
５
月

31
日
金

※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
き

ま
す
。

●
必
要
書
類

○
身
体
障
害
者
手
帳（
戦
傷
病
者

手
帳
）、
療
育
手
帳
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳

○
納
税
義
務
者
の
印
鑑

○
運
転
す
る
人
の
運
転
免
許
証
の

写
し

○
車
検
証
の
写
し

○
減
免
申
請
書

○
納
税
通
知
書（
納
付
す
る
前
の

も
の
）

○
納
税
義
務
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
か
通
知
カ
ー
ド

●
注
意
事
項　
次
の
場
合
は
減
免

を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

○
申
請
期
間
を
過
ぎ
た
場
合

○
減
免
の
手
続
き
前
に
納
付
を
し

た
場
合

○
普
通
自
動
車
な
ど
の
自
動
車
税

で
減
免
を
受
け
た
場
合

●
申
請
・
問
合
先　
課
税
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
３
８

な
か
ま
っ
子

チ
ャ
レ
ン
ジ
英
検
補
助
金

　
「
な
か
ま
っ
子
チ
ャ
レ
ン
ジ
英

検
補
助
金
」
は
、
日
本
英
語
検

定
協
会
が
実
施
す
る
実
用
英
語

技
能
検
定
と
英
検
Jr（
以
下
「
英

検
」）の
受
験
機
会
を
拡
大
し
、

児
童
生
徒
の
英
語
力
と
学
習
意

欲
の
向
上
を
目
的
に
、
英
検
を

受
験
し
た
児
童
生
徒
の
保
護
者

ま
た
は
市
内
の
小
中
学
校
の
校

長
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
す

る
も
の
で
す
。

　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　
生
涯
学
習
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
２
４

地
域
国
際
化
推
進
活
動

支
援
事
業

　

福
岡
県
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

は
、
地
域
の
国
際
化
を
推
進
す
る

た
め
、
県
内
に
活
動
基
盤
を
置
く

民
間
団
体
が
行
う
県
民
主
体
の
草

の
根
国
際
交
流
活
動
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先

　
福
岡
県
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
２（
７
２
５
）９
２
０
０

○
Ｕ
Ｒ
Ｌ
…

　

https://www.kokusaihiroba.or.jp/

自
動
車
税
の
納
付

　
自
動
車
税
は
必
ず
納
期
内
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

　
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
の
自
動
車
の
所
有
者
に
課
税

さ
れ
ま
す
。
住
所
変
更
な
ど
で
納

税
通
知
書
が
届
か
な
い
と
き
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
自
動
車
を
買
い
替
え
た

人
で
、
下
取
り
な
ど
に
出
し
た

車
の
納
税
通
知
書
が
届
い
た
場
合

は
、
手
続
き
を
依
頼
し
た
販
売
会

社
な
ど
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
31
年
度
か
ら
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
の

決
済
サ
ー
ビ
ス
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
Ａ

Ｙ
」
を
利
用
し
た
納
付（
手
数
料

不
要
）が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

●
納
期
限　
５
月
31
日
金

●
問
合
先

　
県
北
九
州
西
県
税
事
務
所

　
☎（
６
６
２
）９
３
１
２

５月３日
金
柴
田
歯
科
医
院

☎（
２
９
３
）６
８
５
１

遠
賀
町
遠
賀
川
１
‐
６
‐
15

５月４日
土
岡
田
歯
科
医
院

☎（
２
９
３
）４
４
４
８

遠
賀
町
松
の
本
１
‐
４
‐
11

５月５日
日
ま
ち
だ
歯
科
医
院

☎（
２
４
５
）４
９
７
０

中
間
市
池
田
町
１
‐
３
‐
11
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み
ん
な
集
合

遠
賀
川
鯉
の
ぼ
り
ま
つ
り

　

鯉
の
ぼ
り
約
150
匹
が
、
遠
賀
川

河
川
敷
で
泳
ぎ
ま
す
。
家
族
で
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
掲
揚
期
間　
５
月
11
日
土
ま
で

　

鯉
の
ぼ
り
提
供
の
お
願
い

　

な
か
ま
三
世
代
ふ
れ
あ
い
の
会

が
実
施
す
る
こ
の
鯉
の
ぼ
り
ま
つ

り
で
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
ご
提
供

い
た
だ
い
た
鯉
の
ぼ
り
を
使
用
し

て
い
ま
す
。
掲
揚
期
間
中
は
、
常

時
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
る
た
め
劣
化

も
早
く
、
鯉
の
ぼ
り
の
確
保
に
苦

慮
し
て
い
ま
す
。
家
の
中
に
眠
っ

て
い
る
鯉
の
ぼ
り
が
あ
り
ま
し
た

ら
ぜ
ひ
ご
提
供
く
だ
さ
い
。

　

連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
引
き

取
り
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
働
く
婦
人
の

家
に
直
接
お
持
ち
い
た
だ
い
て
も

か
ま
い
ま
せ
ん
。

●
問
合
先

○
な
か
ま
三
世
代
ふ
れ
あ
い
の
会

　
佐
藤
宅

　
☎（
２
４
４
）１
５
３
９

○
働
く
婦
人
の
家

　
☎（
２
４
６
）０
４
８
３

日
本
語
教
室
な
か
ま

　
「
日
本
語
教
室
な
か
ま
」
で
は
、

市
内
在
住
の
外
国
籍
の
人
が
早
く

地
域
に
溶
け
込
み
、
楽
し
く
生
活

で
き
る
よ
う
に
、
日
本
語
の
学
習

支
援
や
文
化
交
流
の
一
環
と
し
て

様
々
な
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
本
語
を
勉
強
し
た
い
外
国
籍
の

人
が
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
こ
の
教

室
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
日
本
語
を
教
え
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

外
国
語
が
わ
か
ら
な
い
人
も
大
歓

迎
で
す
。
一
緒
に
日
本
語
を
教
え

て
み
ま
せ
ん
か
。
事
前
見
学
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

●
日

時

○
昼
間
講
座
…
毎
週
水
曜
日
・
10

時
～
11
時
30
分

○
夜
間
講
座
…
毎
週
金
曜
日
・
19

時
～
20
時
30
分

※
第
５
水
曜
・
金
曜
日
、
祝
日
は

休
み
で
す
。

●
場

所　
中
央
公
民
館

●
教
材
費　
月
300
円

●
持
ち
物　
筆
記
用
具

●
申
込
方
法　
電
話

●
申
込
・
問
合
先　
日
本
語
教
室

な
か
ま　
石
井
携
帯

　
☎
０
９
０（
３
６
０
４
）０
３
５
４

親
子
で
ア
ウ
ト
ド
ア

ク
ッ
キ
ン
グ

　
キ
ャ
ン
プ
に
役
立
つ
ア
ウ
ト
ド
ア

料
理
を
親
子
で
体
験
し
て
く
だ
さ

い
。
デ
ザ
ー
ト
作
り
や
野
外
ゲ
ー

ム
な
ど
を
し
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

●
日

時

　
５
月
12
日
日
・
10
時
～
13
時

●
場

所　
遠
賀
総
合
運
動
公
園

（
遠
賀
町
大
字
広
渡
23
‐
６
）

●
定

員　
30
人

●
参
加
料

　
１
家
族
300
円（
材
料
費
な
ど
）

●
申
込
方
法　
電
話

●
申
込
・
問
合
先　
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
遠
賀
第
３
団　
坂
本

　
☎（
６
０
２
）５
０
８
８

ア
フ
リ
カ
へ

毛
布
を
送
る
運
動

　

自
然
災
害
や
不
安
定
な
社
会
情

勢
に
苦
し
む
ア
フ
リ
カ
の
人
た
ち

に
毛
布
を
送
る
運
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
毛
布
は
取
り
に
伺
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
受
付
締
切　
５
月
31
日
金

●
問
合
先

　
明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動

○
中
間
支
部

　
☎（
２
４
４
）６
４
８
５

○
石
田
宅

　
☎（
６
１
８
）４
７
３
７

夏
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業

　

９
つ
の
コ
ー
ス
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。
日
程
や
対
象
な
ど
は

コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

●
日

程　
７
月
26
日
金
～
８
月

20
日
火（
８
日
～
18
日
間
）

●
内

容　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
野
外
活
動
な
ど

●
研
修
先　
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
な
ど

●
対

象　

　
小
学
３
年
生
～
高
校
３
年
生

●
申
込
締
切

　
５
月
24
日
金
、
６
月
７
日
金

　

事
前
説
明
会

●
日

時　
５
月
19
日
日
・
13
時

～
14
時
30
分

●
場

所　
エ
イ
ム
ア
テ
イ
ン
大

博
通
り
会
議
室（
福
岡
市
博
多

区
博
多
駅
前
１
‐
11
‐
27
）

●
資
料
請
求
・
申
込
・
問
合
先

　

公
益
財
団
法
人　

国
際
青
少
年

研
修
協
会

　
☎
０
３（
６
４
１
７
）９
７
２
１

未
成
年
者
飲
酒
防
止

強
調
月
間

　

４
月
は
「
未
成
年
者
飲
酒
防
止

強
調
月
間
」
で
す
。
お
酒
は
20
歳

に
な
っ
て
か
ら
飲
み
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
先　
小
倉
税
務
署

　
☎（
５
８
３
）１
３
３
１

みんなで作るページだぬん。お知らせや
イラストなどを送ってほしいぬん。
●�応募・問合先　広報広聴係（〒 809

‐8501 中間一丁目１番１号）
　☎（246）6271
○メール…koho@city.nakama.lg.jp

有
料
広
告
欄

日 曜 ５　　月　　の　　行　　事　　予　　定
1 水
2 木
3 金
4 土 ○おはなし会（図書館員）　市民図書館　（11:00 ～）
5 日

6 月 ○�ミズノ運動会必勝塾・スポーツ塾　体育文化センター　（必勝塾10:30 ～　
スポーツ塾14:00 ～）

7 火
8 水 ○なやみごと相談所開設　人権センター　（13:30 ～ 15:30）

9 木 ○�「子育て女性再就職支援」出張面接相談（5/7までに要予約）　人権センター
　（10:00 ～ 12:00）

10 金 ○ボランティアはじめませんか？（講座）　市民図書館　（10:00 ～ 11:00）
○6月保育所入所受付締切　こども未来課　（締切17:15）

11 土 春の交通安全県民運動（20日まで）

12 日
環境美化の日
○第48回中間市家庭婦人バレーボール大会　体育文化センター　（受付8:30 ～）
○�ハーモニー楽市～フリーマーケット～　なかまハーモニーホール　（10:00 ～

16:00）
13 月
14 火
15 水
16 木
17 金 ○第4回ミズノカップレディース卓球大会　体育文化センター　（受付9:00 ～）
18 土 ○おはなし会（ほっとブックなかま）　市民図書館　（11:00 ～）
19 日 ○�第二十一回なかまアマチュア寄席　なかまハーモニーホール　（14:00開演）
20 月
21 火
22 水
23 木 ○親子エアロビクス　なかまハーモニーホール　（10:30 ～ 11:30）
24 金
25 土 ○おはなし会（なかまフレンズ）　市民図書館　（11:00 ～）
26 日 ○ぶっくマルシェ市民図書館おはなし会　夢まるしぇ　（14:30 ～ 15:00）
27 月
28 火
29 水
30 木 ○市税などの夜間納付相談窓口（31日まで）　収納課　（17:15 ～ 19:00）
31 金
※行事予定は変更されることがありますので、ご注意ください。

市 役 所 代 表 （ 2 4 4 ）1111
中 央 公 民 館 （ 24 6）2 3 21
消 防 署 （24 5）0 9 01
市 立 病 院 （ 24 5）0 9 81
地 域 交 流 セ ンター （24 5）4 6 6 5
東 部 出 張 所 （ 24 6 ）1110
西 部 出 張 所 （ 2 4 4 ）1112
市 民 図 書 館 （24 5）4 6 6 4
歴 史 民 俗 資 料 館 （24 5）4 6 6 5
なかまハーモニーホール （24 5）8 0 0 0
生 涯 学 習 セ ンター （ 24 6）4 316
体 育 文化 セ ン タ ー （24 6）28 0 0
人 権 セ ン タ ー （ 24 5 ）3 511
働 く 婦 人 の 家 （24 6）0 4 8 3
ハ ピ ネ ス な か ま （24 5）8 6 8 6
社 会 福 祉 協 議 会 （ 24 4）12 3 0
保 健 セ ン タ ー （ 24 6 ）16 11
親 子 ひろ ば リンク （ 24 4）0 74 2
パルハウスぼちぼち （24 3）3 3 8 7
子育て支援センター （24 5）5 5 5 7

■公共施設問合先■

２月 累計
建 物 1 件 1 件
林 野 ０件 0 件
車 両 ０件 0 件
その他 1 件 1 件
件 数 2 件 2 件

■火災発生件数■

■人の動き■
平成 31 年２月末現在（前月比）

○人 口…41,974 人（－ 44）
○ 男 …19,570 人（－ 14）
○ 女 …22,404 人（－ 30）
○世帯数…20,534 世帯（－ 12）

１月 累計
件 数 15 件 15 件
死 者   0 人 0 人
負傷者 20 人 20 人

■交通事故発生件数■
平成 31 年１月末現在
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有
料
広
告
欄

■
 発

行
　

福
岡

県
中

間
市

役
所

〒
809‐

8501 福
岡

県
中

間
市

中
間

一
丁

目
１

番
１

号
■

 編
集

　
秘

書
広

報
課

広
報

広
聴

係
TEL  093（

246）6271　
FAX  093（

245）5598　
■

 ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
http://www.city.nakam

a.lg.jp/
■

 メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
　

webm
aster@city.nakam

a.lg.jp

広
報
な
か
ま

平
成
31
年
４
月
号
N
o.1041

■
 今

回
の「

広
報

な
か

ま
」に

か
か

っ
た

経
費

は
１

部
約

26円
で

す
。

■�「
広

報
な

か
ま

」の
配

布
は

発
行

日
か

ら
開

始
し

ま
す

。
み

な
さ

ん
の

お
手

元
に

３
日

以
内

で
お

届
け

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

■ 点字・声の広報なかまを発行しています
　目が不自由な人に「広報なかま」を点字または朗読テープにしてお届けします。詳しくはお問い合わせください。
●問合先　秘書広報課広報広聴係
　☎（２４６）６２７１

編集後記

２

NAKAMA’

 Lette
r

na
ka

pp

a  l
oves  nakama-city♬

    nakappa loves friends♬    nakappa loves c
uc

um
be

r♬

s

NAKAMA’ s Letter

３月10日、私が市内のおすすめスポットを案内する「中間市の
いいとこ発見ツアー」を開催しました。初めての試みとなる

企画にたくさんの応募をいただき、あいにくの悪天候ではありま
したが昼食の豪華海鮮丼やポンプ室見学など、中間市の魅力を
感じていただける１日になったと確信しています。また、私にとっ
ても参加者のみなさんと触れ合える貴重な時間となりました。今
後も中間市の魅力発信のガイド役を務めていきますので、ぜひご
期待ください！！

市長っていったい何をしているんだろう。
NAKAMA のために日々奮闘を続ける、
市長の足あととその想いを写真で巡ります。

中間市のいいとこ案内します １

３
１.�福田市長が案内役となったバス

ツアー。参加者との会話も弾む。
２.�若松法人会から、「みなさんにぜ

ひ本を読んでほしい」と寄贈をい
ただいた。

３.�天神イムズのイベントに出店し、
夕方を待たずに完売御礼。

４.��晴天に恵まれた遠賀川フェス
では、たくさんの人が河川敷に
詰めかけた。

４

わが家の「アイドル・ヒーロ
ー」を掲載しませんか。対象
は未就学児までです。必要
事項に写真を添えて、メー
ルで応募してください。
●�必要事項　氏名、ふりが

な、生年月日、住所、連絡先、
メッセージ（40 ～ 60 字）
●�応募・問合先　広報広聴係
　☎（246）6271
○メールアドレス…
　koho@city.nakama.lg.jp

わが家の

すこやか
ちゃん

▶新規採用職員として広報担当に就任し
てから４年、この度異動することになり
ました。思い返せばあっという間の４年
間でした。ポンプ室の世界遺産登録、広
報なかま1000号発刊、フットパスの全
国大会、福田市長の就任、市制60周年
などなど、かなり濃い日々を過ごすこと
ができました。その間、たくさんの輝く
人たちに出会い「この輝きをみなさんに
届けたい」と市民が登場するコーナーを
増やすなど試行錯誤を重ねてきました。
本当は毎号もっともっと特集に力を入れ
て、市の魅力を深くお伝えしたかったの
ですが…　今月号もプチリニューアルを
するなど、よりよい情報を提供できるよ
うに取り組んでいますので、今後も進化
する広報なかまにご期待ください。４年
間本当にありがとうございました。（翔）

H30.7.11 生　（土手ノ内一丁目）
岡
お か も と

本 夏
か す み

澄ちゃん

くしゃっと笑う顔が可愛いかっ
すん。つかまり立ちが上手にな
ったね♡これからもお兄ちゃん
と仲良く元気に成長してね☆

H28.10.8 生　（弥生一丁目）
松
ま つ も と

本 桃
も も か

佳ちゃん

ピーチ、ラーク、エールと仲
良くしてね♡お父さんとお母
さんにしてくれてありがとう
♡愛しています♡


